
 

被害による水源不足で水汲みに並ぶ人々 

主催：(特活)えひめグローバルネットワーク

(EGN) 

協力：(特活)ジャパン・プラットフォーム(JPF) 

(特活)ピースウィンズジャパン(PWJ) 

 

プログラムーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

●「愛媛とモザンビークのつながりとサイクロン支援について」 竹内 よし子・EGN 代表 

●「JPF の仕組みと役割、災害支援におけるコーディネーションの必要性について」 

 冨澤 聖子・JPF緊急対応部プログラムコーディネーター 

●「サイクロン支援活動報告と今後の連携について」   

角免 昌俊・PWJ経営推進グループ部長 

●質疑応答・パネルディスカッション 

●チャリティー交流タイム(15:30～16:00自由参加） 

モザンビーク・サイクロン支援

帰国報告会 

3月 14日、サイクロンが直撃したモザンビーク共和国。 

土砂崩れや洪水に襲われた被災地では今も支援活動

が続いています。 

今回は現場での活動報告に加え、私たちにできることは

何かを考える機会として報告会を開催します。 

国内外を問わず、災害支援の重要性を感じる昨今、 

みなさまのご参加をお待ちしております。 

【参加費無料】 

5 25 月        日 土 

お問合せーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
 
特定非営利活動法人 

 

 

13：30～15：30 

 

 

松山市男女共同参画推進

センター コムズ 

5F 会議室 5 
（愛媛県松山市三番町 6 丁目 4 番地 20） 

2019 

壊滅状態のトウモロコシ畑 
〒790-0803 愛媛県松山市東雲町 5-6 
Tel/Fax : 089-993-6271 E-mail : wakuwaku@egn.or.jp 

 

モザンビーク 

(受付 13:00～) 
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